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『すくすく のびのび』 
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祝梅小学校 開校４４年  

千歳市立祝梅小学校 校長 橋本 由美 

 

 去る４月２５日は、祝梅小学校４４回目の誕生日でした。校舎には、床や壁に傷はあり

ますが汚れてはいません。手入れをして、大事に使っている様子がうかがえます。 

 ２階の掲示板には、祝梅小の開校当時の様子を記録した写真を展示しています。そこに

写っている子ども、保護者・地域の皆さんの表情が生き生きと輝いています。学校には大

勢の人達がかかわり、地域の宝として子ども達を育てたいという思いを感じます。 

 

 校歌作成に当たっては、「元気で純真な 

祝梅小の特色と、地域・郷土のすぐれた 

自然風物を背景に、子どもの快活な姿や 

希望を表現しようと心がけた」という思 

いがつづられていました。 

 

 

 

 

 

 

  

多くの方に期待され、地域の学校として育てていただいている祝梅小学校。これからの

歴史を、この校舎で大事に育んでいきたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、児童の登校や学校行事等が例年通りには実

施できない状況が続いています。先日、本校全職員で、９０ｍコース等のグラウンドを設

計しました。子ども達が学校に集い、元気に活動することを想像しながらピンを打ちまし

た。早く子ども達が走り回る姿を、この場所で見たいと強く感じました。 

そのためにも、もう少しの間、児童・保護者・地域の皆様が、ご家庭で健康で過ごして

いることを願っています。 

学校からは、文書を届けたり電話や一斉メールで連絡をしたりすることがあります。保

護者の皆様には、ご面倒をおかけしますが、お子さんの健康安全のためにご理解・ご協力

をお願いいたします。 
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新設校にふさわしく、軽快な感じの曲。運動会

の日に、全校児童の合唱で新しい校歌をお披露目

する。毎日、教室のスピーカーから流れてくるメ

ロディーを耳にしながら、学校のシンボルになじ

もうと一生懸命だ。（S51.5.29 北海道新聞より） 



 

 

 

 

 4 月 6 日(月)。この日は 1 組と 2 組、それぞれ時間を変えて、入学式を挙行いたしました。練習や確認もでき

ないままの式だったのですが、「起立」「着席」という言葉をしっかり聞いて、その場で行動していた 1 年生の姿

に、教職員一同、驚きとともに頼もしさを感じました。祝梅っ子として一歩踏み出した児童たちです。ご参加いた

だけなかった保護者、地域の皆様には、新 1 年生 51 名のスタートを祝福いただき、今後もご声援ください。 

 

 

 

 

1 年生は入学当初、午前授業が続きました。最初の 3 日間は地域ごとにまとまって、通学路を確

認し、途中の危険な場所や確認すべきポイントや目印などもチェックしながら下校しました。心配

そうに迎えに来る保護者様や、地域の見守り隊の方々にもサポートを受け、また一歩小学校生活を

踏み出した新入生です。 

 どの学年も、事前の手洗いを徹底し、机上を清潔にし、換気

をまめに行い、食事中もお話をしないようにして…と、感染症

予防に配慮しながらの給食時間となっています。 

 新入生は入学 2 週目で初めての給食を経験。「給食っておいし

いね」「毎日食べたいな」と、笑顔いっぱいで楽しい時間を振り

返っていました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 月下旬に、職員でグラウンド設計に取り組みました。例年だと間近

に迫った運動会のためのグラウンド作りになるのですが、今年度はまず

体育の時間で長距離等にも取り組める環境を作りました。 

 やや肌寒い中での設計となりましたが、児童の体力向上の日に備えま

した。 

 

 

 本校では「言葉を操る力を持つ子どもの育成」を本年度の重点目標としています。その具体的な取組の

一つとして「新聞のある環境」で、「新聞記事に目をとめる」経験を重ね、「自分の思いや感想、決意など

を正しい日本語で表現する」力をつけたいと考えています。高学年では昨年度から「新聞 DAY」として朝

の時間に新聞を読み、問題を解く経験を重ねています。臨時休校中の職員室では、「新聞 DAY」のための問

題作りに取り組むスタッフがいます。学校でも家庭でも、映像と音声で飛び込むニュースだけでなく新聞

などの文字から情報を読み取る経験をさらに重ねたいものです。 

 休校になる前日の 4月 17日(金)、児童に「自学ノート」を配付しま

した（1年生は学校で保管し、自学ノートが取り組めるようになったら

配付します）。 

 学校からは最初の一冊のみの配付です。「自分で課題を見つけ、取り

組んだ成果を振り返るノート作り」を毎日こつこつ、丁寧に取り組ませ

たいものです。学びの型を、小学生の段階で定着させましょう。 
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教諭   

４月から青葉中学校に赴任しました（前任校は江別市立中央中学校で

す）。今年度、５年生と６年生の理科を担当させていただきます。小学生の

皆さんと学習するのを楽しみにして参りました。 

千歳市で勤務するのは初めてとなります。いろいろ教えていただけると

嬉しいです。早く慣れて頑張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

ホームページにさまざまな

情報を掲載中です 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 行          事 

１ 金 口座振替日 

２ 土  

３ 日 憲法記念日 

４ 月 みどりの日 

５ 火 こどもの日 

６ 水 振替休日 

７ 木  

８ 金 
学習課題をポストインします<～15日(金)までの分> 
前回の課題を回収します。ご用意ください。 

９ 土  

10 日  

11 月 口座再振替日 

12 火  

13 水  

14 木  

15 金  

16 土  

17 日  

18 月  

19 火  

20 水  

21 木  

22 金  

23 土  

24 日  

25 月 口座振替日 

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

 

 

 「わくわくステージ」が中断しています。新 1 年生

も含め、新たな学年で、新しい先生や仲間とともに

スタートする「わくわく」感を味わえなかったことが残

念ですが、再開後は「わくわく」も「のびのび」も同時

に味わえるような学校生活を送れるよう準備を重ね

ています。 

４月の終わり。職員室から… 

「Be strong and be kind.（＝強くいよう。そして、人に優しく）」。

ニュージーランド首相のジャシンダ・アーダーン氏の言葉が、今話

題になっています。 /  社会的距離（ソーシャル・ディスタンス）

という言葉も耳になじみました。これまで違和感なく他者とコミュ

ニケーションを密にとっていた私たちですが、他者と接触する機会

がさまざまなくなり、「個」や「小さな単位」での寂しい時間になか

なか慣れない日々です。 / 4月 6日(月)から本校の教育活動は再

開しました。安全や安心の環境を作るための制約が多い中でしたが、

学年が一つあがった児童の少したのもしくなった姿を見ていまし

た。新しい先生や環境などの清新さは、次に進むためのパワーにな

っておりました。 /  命や健康に代えられるものはありません。今

は、新たな一歩のための大事な充電期間ととらえたいものです。寂

しさに耐えられる「強さ」と、見えない誰かを想像し、ステイホー

ムできる「優しさ」をもって、この 5月を乗り越えましょう。 

今後のこと 

 休校期間延長に伴い、5 月の行事予定以降、さ

まざま変更することとなります。もうしばらくお

時間をいただき、行事などの再編や検討をさせて

いただきます。 

 家庭での学習は、「お休み中の時間割」に沿っ

て「教科書を開いていく」取組が大切になってい

きます。再開後に授業の中で学ぶことになります

が、まずは教科書を開いて取り組むよう励ましの

言葉をおかけください。体力向上には、本校で作

成した「わくわく体そうブック」に沿ってご対応

ください。 

「布製マスク」 配付します 

布製マスクが過日到着しました。児童ひとり 1

枚の布製マスクを、学習課題といっしょに同封し

ております。ご確認いただきお気づきのことがあ

れば学校までお知らせください。 

ポストインにて 家庭学習 

 休校期間に入った 4 月 20 日(月)、そして今回の 5

月８日（金)、各担任が各家庭のポストをまわり「学習課

題」などを置いています。さらに、学校に提出すべき

課題やノートなどを回収し、休校中の児童の頑張り

を、担任や学年等で確認することにしています。期間

中も学校とつながり、学びが深まることを願います。 

5月18日(月)以降の学習課題や、回収した

い学習の成果物など、今後の対応について

はマメールなどで各家庭に連絡いたします。 

北海道での一日も早い収束と学校再開を

願います。どうぞご自愛ください。 

ご家庭でのお子様の様子や健康状態、学

習に関わる疑問や質問などに応えるため、

「家庭連絡 DAY」を設定いたします。 

5月 11日(月)の週で、担任から電話連絡を

いたします。ご対応にご協力をお願いいたし

ます。 


